



















































































































































創造的な運動表現体験として導入され、「踊る ‐ 創る ‐ 観る」の学習内容で構成される。一方、
実際に学生によるダンスの学習評価結果をもとに因子分析した松本ら（1996）や中村ら（2007）
の研究によると、ダンスの学習構造を示す因子を「踊る」「創る」「観る」などに加え両者とも
に「関わる」の因子を抽出している。そこで、本研究では、即興表現を通して、自らの思いや
イメージを表現する力、及び身体的なコミュニケーション力を身に付けることをねらいとした
活動であるため、学生の内省記述から抽出した「動く」「作る」「見る」「関わる」を主要行為
として捉える。次に、代表語句の語彙セットを登録し、その出現回数を集計することにより、
授業回毎に実施された活動の傾向や特性について確認した。語彙セットとは、より精度の高い
分析を行うために、語彙名とそれに対応する語句を語彙セットとして登録することを意味する。
語彙「動く」には、対応する語句として「動き」「動かす」「動作」「動ける」等を登録した。
同様に「見る」には、「見える」「発見」「見れる」「見習う」等、「作る」には、「創作」「作れる」
「作り出せる」「作り出す」等、「関わる」には、「関係する」「合わせる」「絡む」等を語彙セッ
トとして登録した。４つの身体表現に係る行為についての時系列変化を図１に示す。
　まず、全体を通して「動く」「見る」が多く出現しているのに対し、「作る」「関わる」が少
ない出現回数で推移していることから、受講生の行為への意識は前者に集中していることが分
かる。特に４回目の授業回において身体表現に係る行為の合計が最も突出していることから、
この授業回で行った、ミラーリングや割り箸ワークの即興表現は、身体表現に係る行為として
特徴づけられる活動であると考えられた。この
結果について、新山の研究においてもほぼ同様
に報告されており、「身体表現の授業の特徴を
最も表している」という新山の考えを支持する
結果となった。また「動く」「見る」がほぼ同
数で多く出現し、「関わる」も他の授業回に比
較し最多であることから、相手の動きを見て、
かかわりを持って動くといった同調や受信的行
為が中心に行われており、そのことが学生に新
鮮な活動として印象に残ったと推察される。こ
れに対し、「作る」が一回も出現しなかったこ
表２　学生の内容記述における頻出語句（上位30語句）
※（　）内は出現回数
図１　身体表現に係る行為
思う（282）／する（241）／できる（190）／やる（170）／動き（149）／楽しい（132）／子
ども（129）／なる（117）／ある（99）／感じる（98）／子ども（85）／動く（11）／自分（85）
／子（62）／体（60）／人（59）／相手（56）／考える（56）／踊る（53）／難しい（53）／活動（50）
／今回（50）／いい（49）／見る（46）／みんな（48）／授業（39）／違う（36）／面白い（35）
／表現する（35）／ダンス（33）
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とから、相手と身体的に関わる行為がともに「作る」「作りだす」と認識する段階にまで、学
生の意識が及ばなかったと考えられる。学生の記述では、この授業回において「難しかった」
という語句が最多であったことからも、難しさを乗り越え能動的行為へと展開するための、仕
掛けや工夫が必要であると考えられる。６回目の授業回においては、「動く」の出現回数が最
少となり、反対に「見る」が最多を示した。４回目でほぼ同数で出現したこの二つの行為が、
６回目で拮抗したのは興味深い。この理由として、この回では、受講生たちが４，５人のグルー
プで即興的に作品制作に取組み、お互いに発表し鑑賞しあう活動に重きを置いた。そのため、
身体表現の多様性や面白さに気付いた内省も多く見受けられており、このことからも、お互い
の動きを「見る」、作品を「観る」体験が印象に残ったことが推察できる。
３　相互交流の促進に係る行為の時系列変化
　先に分析した、身体表現に係る行為「動く」「作る」「見る」「関わる」以外の動詞句について、
新山（2014）の研究において抽出された、「感覚的行為」「関係性から生じる行為」「思索的行為」「理
解や判断の行為」の４つの語彙セットの出
現回数における時系列変化を確認した。語
彙セットの登録は「感覚的行為」に対応す
る語句として「感覚」「感じる」「感じ」「感
動」「実感」等を、「関係性から生じる行為」
には、「伝わる」「伝える」「以心伝心」「合
わせる」「触れ合う」等、「思索的行為」に
は、「考える」「考え」「考えつく」「考え方」
等、「理解や判断の行為」には、「分かる」
「決める」「理解」「学ぶ」等とした。これ
らは身体表現を通して相互の交流を促進す
るための行為であることから、「相互交流
の促進に係る行為」とした。４つの行為の
時系列変化を図２に示す。
　「理解判断の行為」の出現回数は、最初の２回、そして最後の授業回で顕著に少なくなった。
基礎的段階１，２回では、２人組で行う即興的な身体コミュニケーションをゲーム感覚で行い、
他者と接する楽しさや即興的な応答力を養う活動であった。そのため、理解や判断が求められ
る活動というより、唯一「感覚的行為」が多く出現していることからも、他者と接することで
新鮮な感覚を味わったことが印象に残る活動であったと考えられる。７回目で顕著に少なかっ
たことについて、授業内容と実践を振り返って推測すると、３回目からはグループ活動や即興
作品制作など、発展的、応用的に授業が展開されており、目新しい発見や認識が継続的に実感
できた。しかし、７回目は６回目の復習的な要素が強く、授業方法論的には新しい展開がなく
結果的に前回の課題を繰り返す形態となった。そのため、授業課題に対する慣れが生じ、理解
や学びの印象が薄れたのではないかと推察できる。「関係性から生じる行為」は４回目に顕著
に高くなるが、それ以外は常に最少で推移しており、次の「思索的行為」、「感覚的行為」の順
で7回の出現回数が多くなるものの、それぞれの行為について全７回の差は顕著に認められな
かった。新山（2014）の研究結果では「関係性から生じる行為」と「感覚的行為」に親和性が
あるのではないかと推察されているが、この点に関して、本研究においても、両者間の親和性
図２　相互交流の促進に係る行為
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が確認できた。しかしながら「思索的行為」もほぼ同じように似通った推移を辿っていたこと
から、本研究においては「伝えること」、「感じること」、そして「考えること」に、親和性が
あるのではないかと推察できる。４回目にすべての行為がほぼ最多を示したのは、この回に実
施したミラーリングや割り箸ワークの教材自体が、相手との関係を築くため、「感じる」、「考
える」、「理解する」、「伝える」といった「相互交流の促進に係る行為」が総じて動員される状
況を、自然と作り出していたためと考えられる。
４　身体的感性に係る行為の時系列変化
　鈴木（2013）は幼児期の感性は「独自の感受と創出」「能動的な応答」「情緒的、道徳的な共
感」の３因子で具現化されるとし、保育者には、それらと同等以上の身体的感性が自身の資源
として必要であると述べている。そこで、鈴木（2013）の研究を参考に、幼児の感性尺度３因
子の項目の中から主要な語句を取り出し、それぞれの語彙セットとして登録した。「独自の感
受と創出」に対応する語句として「考える」「見
つける」「アイデア」「探求」「試行錯誤」等を、
「能動的な応答」には、「精一杯」「表情」「反
応する」「やりたい」「知りたい」「みたい」等、
「情緒的、道徳的な共感」には、「共感」「情緒」
「助ける」「応援する」等とした。「独自の感受
と創出」「能動的な応答」「情緒的、道徳的な共
感」を身体的感性に係る行為とし、出現回数の
時系列変化を確認した。３つの行為の時系列変
化を図３に示す。なお、この行為に関しては、
新山の研究の援用ではなく、違った観点を加え
ての検討を試みた。
　「身体的感性に係る行為」のうち、「能動的応答」が他の２つの行為に比べ、多く出現しており、
とくに５回目に最多となった。５日目の授業回では、スポーツ場面における即興表現を中心に
行ったため、受講生にとって動きの特徴が捉えられて表現しやすく、ダイナミックな動きへの
発展がスムーズに進められる様子が見られた。また、バレーボールのチーム対抗戦の活動では、
現実には存在しないボールがあるものとして試合をするため、その虚偽性を動きで補う必要が
あった。受講生同士が、互いに動くボールを認知できるよう、さまざまな場面をイメージの共
有によって演じており、より大きな表情や表現で身体を積極的・能動的に動かす様子が見られ
た。この活動の様子及び内省記述から、５回目前後から即興的表現に対する抵抗や恥ずかしさ
が軽減した様子が見受けられ、イメージを共有し応答しあう楽しさがより強く印象に残ったの
ではないかと推察できる。以上のことから、「身体的感性に係る行為」としての「能動的な応答」
は、とくに躍動的でイメージしやすい動きの即興表現や、イメージの共有、そして応答性の強
い誇張表現などの活動に特徴づけられると考えられる。
結　論
　本研究では、即興的な身体表現を中心とした授業実践を行い、受講生から得られた内省記述
図３　身体的感性に係る行為
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により、授業内容と学生の学びとの関連について明らかにした。
　学生の内省記述をテキストマイニングにより分析した結果、４回目の授業回で行ったミラー
リングや割り箸ワークの、２人組でお互いの動きや呼吸を感じ取りながら即興的に動く活動に
おいて、「身体表現に係る行為」及び「相互交流の促進に係る行為」を示す語句が他の授業回
と比較して多く出現した。このことから、ミラーリングや割り箸ワークの活動は、学生の身体
表現活動を特徴づける、相互交流を促進させる活動であることが示された。また、５回目の授
業回で行ったスポーツ場面を設定したイメージしやすい躍動的な即興表現の活動において、「身
体的感性に係る行為」の「能動的な応答」を示す語句が突出して多く出現した。このことから、
スポーツ場面の即興表現は、学生の身体的感性における能動的な応答性を高める活動であるこ
とが確認された。他に、それぞれの行為を示す語句の出現回数が顕著に少なかった授業回にお
いては、受講生の発見や新たな気づきを継続させ、学びを深めるための、指導者による授業展
開方法の工夫や、教材の吟味、受講生への働きかけなどが重要であると考えられた。
　以上のことから、授業内容と学生の学びとの関連について３つの観点から検証することによ
り、教材の持つ特性による学生の学びを確認し、授業改善に向けて一定の示唆を得ることがで
きた。今後、本研究で得られた結果を踏まえて授業改善を進める一方で、保育者にふさわしい
身体的感性を育成する授業構築のための研究を継続していく予定である。
今後の課題
　今後の課題として、一つ目には、新山の研究を援用して実施した授業実践であるが、あくま
でも授業内容の大枠のみを参考にしたものであり、実践の中には筆者独自の方法やアレンジを
加えているため、結果を比較するには困難であると判断し、同様の結果と思われる点のみ、多
少の説明の記述に留めた。
　二つ目には、学生の内省記述を分析するために使用したテキストマイニング分析の精度の問
題である。本研究では３つの観点より語彙セットを登録して、授業回毎の即興表現の中で出現
する行為の傾向を調査したが、言語は極めて個人的なものであり、個々の癖等も存在するため、
学生の内省記述に出現した同じ言葉が、それぞれに同じ意味において用いられているかどうか
は疑わしい。例えば、「考えた」「分かった」「気づいた」をどのような意味で使っているのか
は一人ひとりに確認しなければ正確には捉えられないという限界がある。言語分析を行う場合
には、記述されたデータを精読し、複数の専門家に協力を依頼して文脈において使用される言
葉の意味を捉えたり、学生本人にインタビューをしたりするなどして、語彙の意味の統一を図っ
た上で実施することにより精度を上げることができる。今後はこのことを視野に入れてテキス
トマイニングの有用性を検討していきたい。
　三つ目に、本研究における授業実践の内容、回数、そして対象者の人数について設定を変え
て検証してみる必要がある。本研究は週１回の開講で７回実施され、対象とした受講生14名か
ら得られた内省記述を分析して結果を得たが、７回という回数を変更して実施した場合や、授
業内容についてもねらいの設定をより限定して行った場合、また対象者を増やした場合で同じ
ような結果が得られるかなど、継続して実践及び検証を行うことにより、授業内容と受講生の
学びの関連性についてより正確に把握し、受講生の身体的感性の育成に向けた授業構築へとつ
なげることができるであろう。
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